
  
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 

大事故 
１件 

ヒヤリ・ハット（事故未満） 
３００件 

図２：ノロウイルス感染症と食中毒 

 小さな事故 
    ２９件 

食中毒 
ノロウイルス 
経口感染症 

感染源１：発症者・保菌者の糞便、嘔吐物、これらに汚染した施設・食品 

感染源２：二枚貝等（環境に排出されたノロウイルス汚染の食品） 

感染者数：数百万人／年 

患者数：1万人前後／年 

感染症 

感染源３：嘔吐物の塵埃 

人⇒人 
人⇒環境⇒人 

（集団生活施設・ホテル等） 

人⇒食品⇒人 
人⇒環境⇒食品⇒人 
（食品衛生施設） 

飲食物媒介 

①清潔：つけない 
②迅速：増やさない 
③加熱：やっつける 

①感染源を除去する  
②感染経路を遮断する 
③抵抗力（免疫）を高める 

ウイルスは固有の細胞で増殖し、食品中では増えません。従って、ウイルスを原因とす
る食中毒は、①付けない、③やっつける、の２原則で対処しなければなりません。 




